
数 学 Ⅲ 学習指導案 

ク ラ ス 3年 7・8・9組（Q講座） 場 所 308教室 指導者 （省略） 

単 元 第 5章 積分法 教 科 書 新編 数学Ⅲ（数研出版） 

指導計画 
 

時間配当 

１ 不定積分 ···········································１時間 
２ 置換積分法 ·······································２時間 
３ 部分積分法 ·······································１時間 
４ いろいろな関数の不定積分 ············１時間 
  問題 ···················································１時間 
５ 定積分とその性質····························１時間 
６ 定積分の置換積分法 ························２時間 

（本時はその１時間目）

７ 定積分の部分積分法·························１時間 
８ 定積分の種々の問題·························１時間 
９ 定積分と和の極限 ····························１時間 
10 定積分と不等式 ································１時間 
  問題 ···················································１時間 
  演習問題············································１時間 

本 時 の 
 

目 標 

１ 不定積分における置換積分法の公式を利用して、変数変換および新しい変数の積分区間を定め

て、定積分の計算が出来るようにする。 

２ dxxa
a

∫ −
0

22 の形の定積分の計算が出来るようにする。 

指  導  内  容 分 留意点・評価等・資料等 

導 
 

入 

前時の課題の解答をする。 10 ・課題を板書させる。 
（表現・処理、関心・意欲・態度）

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

１ 「定積分 dxxx∫ −
1

0

21 を求めよ。」を解説する。

 
 
・次の例題を解かせる。 

(1) ∫ +

1

0 2 1
dx

x
x

を求めよ。 

(2) ∫
e

dx
x

x
1

log
をもとめよ。 

 
 
 

２ 特別な置換による定積分について。 

 「定積分 ∫ −
1

0

21 dxx を求めよ。」 

を解説する。 
 
・次の例題を解かせる。 

(1) ∫ −
2

1

24 dxx を求めよ。 

(2) ∫ −
2
1

0 21

1 dx
x

を求めよ。 

 
 

15
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20

・ tx =− 21 と置き換えているのだから t
のままで定積分をしたほうが早いこ

とに気付かせる。 
（数学的な考え方）

・何を t と置き換えればうまく積分でき
るか考えさせる。 

（数学的な考え方）
 
 
 
 
 
・ tx =− 21 と置き換えてもうまくいかな

いことに気付かせる。 
・ヒントを与え、 θsin=x と置き換えれ

ば計算できることに気付かせる。 
（数学的な考え方）

・ 22 xa − を含む定積分の形のものは、

θsinax = と置き換えて計算すること

を説明する。 
（知識・理解）

本 
 
 
 
 

時 
 
 
 
 

の 
 
 
 
 

指 
 
 
 
 

導 
 
 
 
 

過 
 
 
 
 

程 

整 
 

理 

１ 本時のまとめをする。 
 
２ 次時の予告と課題の指示をする。 

5 ・定積分の置換積分の、計算方法をまと

める。 
（知識・理解）

備 考  生徒数 ３５名 （理数系コース習熟度 Q講座） 




